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投
票
率
九
三
、
三
八
%

新業

井

秀

信

(

制
)

川
原

町

会

社

重

役

無

新

一

長
田
喜
三
右
衛

門

(
問
)

一
2

黒
谷
土
木
建
築
請
負
業

一
J

自
民
新
一

浦

三

郎

(

話

)

一ト

上
村
木

会

社

員

一
/

社

新

一

沢

弥

一

(

認

)

一

H

下
村

木

町

会

社

員

一

社

新

一

河

宗

作

(

印

)

一

族

北

山

農

業

一無

新

一

多

由

利

(

鈎

)

一

烏

下
新
町
保
育
園
々
長

一

無

新

一

崎

浅

之

助

(
日

)

一

伊

金
山
谷

農

業

一

無

新

一

内

吉
次
郎

(

臼

)

一

後

木

江

酒

造

会

社

重

役

自

民

新

崎

利

吉

(日
)

上

村

木

農
旺一

事R
十
五
日

の
市
長
選
挙
に
引
き

つ
づ
き
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
一

選
挙
は
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
一

十
九
日
執
行
さ
れ
た
。
三
十
の
一

議
席
を
三
十
二
候
補
に
よ
っ
て
一

華
々
し
く
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ

一

ま
た
大
選
挙
区
制
に
よ
る
始
め
一
西

て
の
選
挙
で
も
あ
り
各
方
面
よ
一

り
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
=
二

十
日
午
前
七
時
よ
り
大
町
小
学
一
括

校
講
堂
に
於
て
開
票
の
結
果
、一

新
し
い
市
議
会
議
員
三
十
名
が

一

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

一
清

な
お
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

一

有
権
者
数
二
六
、
九

O
二
名
、
一

投
票
者
数
二
五
、
一
一
一
一
一
名
で
了
』
uハ

投
票
率
は
前
回
の
市
長
選
挙
に

比
べ
約
三
%
上
廻
り
、
九
三
、

三
八

Mm
と
な
っ

て
い
ま
す
。

(
氏
名
、

年
令
、
住
所

職
業
、
議
派
の
順
)

回

源

次

郎

(
臼
)

大
光
寺
町

製

材

業

無

現

岡

忠

治

(
臼
)

東
尾
崎

山民
旺一

育長

広市津

河

千

，1
 

4

刀
一

h
t
 

魚
花

大

関

口

凸

次

(

門別
)

天

神

野

新

法

野

信

治

(

M

)

浜

経

田

製

材

業

無

現

村

順

平
(
引
)

平

沢

会

社

重
役

自

民

新

林

宗

作

(

日
)

出

企

業

任

同

司

州

U

'
M引

H

I

七

山芹

久

平

(
約
)

北
鬼

江

農

業傾

現

森

要

次

郎

(

日
)

蛇

田

設

業

一
本

無

新

一

谷
政
隆
(
白
山
)

一

村

木

料

理

業

一
稲

無

新

一

藤

正

清

(
幻
)

一

橋
向
町
保
険
外
務
員

一
浦

無

新

一

藤

広

作

(

幻
)

一

浜
経
団

漁

業

一
河

無

新

一

石

克

二

(

叫

)

友

道

山氏
機
具
販
売

無

現 1，[1， i_Il m友道

中部印刷j株式会社

I
 

L--uh 

Jfr業

l珂

レ
よ
い
よ
蛍
い
か
の

シ
ー
ズ

ン
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
夜

事/[業

木

源

次

(

ω

)

三

ケ

必

町
山
、

長
谷
川

作
次
郎
(
日
)

木

江

十

一広
妓
置
産
業

自

民

現

関

口

与

波

(
印
)

仏

回

世

業

無

新

蝕

田

平

士

山

(

幻
)

下
猟
師
町
峰
乾
魚
卸
一
間

任

日

円

uu

a

引

ハ

工

LF

，

窪

田

杉

次

郎

(

む
)

村

木

土

木

建

築
請
負
業

無

羽

田

正

信

(
特
)

浜

経

回

無

職無

現

垣

文

士

口

(

臼
)

住

吉

青

果

販

売

げ

は

同

♂

h
川

小
泊

h

s

U
オ引っ

回

与

一

(

M

)

本

江

建

設

業

無

新

崎

直

義

(

ω

)

金
山
谷

山

以

業

似

…

現

作

(
時
)

作

(日
)

'-'， 
1-':'1 

か
鐙
麓
踏
を

五
月

m栄

の
海
而
に
、
あ
や

し
く

美
し
い
背
紋
の
光
り
を

放
っ
て
悌
泳
明
滅
す
る

こ
の
蛍
い
か
を
、
ゆ
っ

く
り
間
食
し
て
い
だ
た

ノ
¥
ニ
コ
く

正、

wn、
行

列

い
い

く
T
ゲ
オ
話

C

R
、フ

協
会
、
魚
津
水
産
、
三
ツ
和
定

置
組
合
等
協
力
し
て
次
の
よ
う

に
蛍
い
か
遊
覧
船
を
運
航
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
こ
ぞ
っ
て
御

利
用
下
さ
る
よ
う
御
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

日

か

ら

運

航

毎夜八時

五
月

五

日

よ

り

全
国
旧
児
童
福
祉
週
間

児
童
叫
ん
市
制
定
五
周
年
と
世

界
子
供
の
日
設
定
を
記
念
し
、

全
川
氏
に
忽
ヰ
の
徹
底
を
一凶
り

そ
の
料
神
を
利
認
識
す
る
と
共

に
児
童
福
祉
に
関
す
る
四
則
的

な
高
揚
を
期
す
る
た
め
の
国
民

的
運
動
が
次
の
よ
う
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

H
V
H
臼

五
月
五
日
よ
り
五
パ
十
一
日
ま
で

O
五
月
五
日

「
子
供
の
日」

「
世
界
子
供
の
日
」

O
五
月
十
三
日

「
母
の
日」

こ
の
週
間
中
の
計
画
や
行
止

に
つ

い
て
は
、
各
組
問
体
及
び

施
設
等
は
次
の
事
項
を
参
考
と

し
て
こ
の
運
動
を
有
な
義
に
突

施
協
力
し
て
娘
き
た
い
も
の
で

-
o
 

」
90

児
琵
福
祉
週
間
の
計
回

児
童
の
一伯
祉
に
関
係
あ
る
す

べ
て
の
機
関
、
団
体
に
呼
び
か

け
て
協
議
、
計
回
し
て
戴
き
た

、
。

t
hv
 

公
民
館
、
学
校
、
児
童
市
祉

施
設
、
瞥
察
、
母
の
会
、
婦

人
会
、
未
亡
人
会
、
青
年
回

母
親
ク

一プ
プ
、
児
童
ク

ラ
プ

ム-
/._}、 - ~
r向、 』日]

口 出演
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市議会議員選挙投票区別投票率

投 YEIE 〈 区 I投票者数I投票率 I投男票率| 内訳

魚津第一投票区 2.399 93.31% 92.28 94..20 
魚津第二 。 2.040 92.22 88.00 95.87 
魚津第三 。 2.968 93.48 93.09 93.82 
魚津第四 。 1.082 88.69 79.34. 97.05 

8.489 92.49 89.77 94.84 
下 中島。 1.205 95.33 94.14 96.40 
上 中 島。 1.062 96.99 97.31 96.70 
松倉第- // 187 93.03 91.00 95.05 
松倉第二 。 119 95.20 95.21. 95.16 
松倉第三 。 344 96.63 95.88 97.3] 
松倉第四 。 77J 97.10 97.13 97.08 

1.421 96.27 95.81 96.71 
上野方。 770 93.79 93.77 93.81 
下野方第-// 752 95.67 95.15 96. J4. 
下野方第二。 1. ]36 93.57 93.25 93.80 

1.888 94.40 94.06 94.67 
片貝第一 。 4.02 95.49 95.59 95.39 
片貝第二 。 460 97.87 98.29 97.46 
片貝第三 。 26] 95.26 94..70 95.77 
片貝第四 。 ]59 95.78 94..87 96.59 

青ト 1.282 96.32 96.30 96.34 
加積第- // 484. 96.6] 95.73 97.35 
加積第二 。 813 95.09 93.22 96.83 

1.297 95.65 94.15 97.03 
道下第- // 1.889 93.56 93.34 93.75 
道下第二 。 1.512 93.62 93.09 94.12 
/J、 3.401 93.59 93.22 93.91 

経団第ー グ 2.005 87.90 80.34 94..4.4φ 

経団第二 。 322 90.15 89.29 9J ，4.9 

2.327 88.24 81.57 94.05 
天 神。 743 96.24 94.47 97.96 
西布施 。 1.237 92.45 92.21 92.71 

よCh3 25.122 1 93.38 1 91. 55.1 95.01 

( 1 ) 

火

の

用

Jb 
@ 

• • 

一
、
江
航
矧
間

五
月
一

日
よ
り
六
月
十
日
ま
で

但
し
雨
天
候
の
場
合
は
中
止

い
た
し
ま
す
。

二
、
出
航
場
所
及
び
時
間

魚
津
水
技
館
一
銭
よ
り
毎
夜
八

時
出
航
、
十
時
帰
航

一二、

来
船
料

大
人

↓

二

O
円

小

人

六

O
円

貸

切

り

四

、

0
0
0円

(六

O
人
乗

一
隻
)

市
農
業
指
導
所
発
足

!日

下
野
方

小
学
校
に

山一
以
業
生
産
の
飛
般
的
柏
町
、
L
ι

一で
す
。

山以
来
経
営
の
改

E

・E

・-E

善
を
図
り、

農

園
圃
園
田
園
開

家
経
済
の
安
定

圃
闘
輔
闘
圃
綴

を
期
す
る
た
め
圏
圃
園
開
聞
露

政
業
指
導
所
の

廻

河

川山抑
制臨

む

設
置
を
計
回
し

F

J3
1智弘

器
窓
綾
議
誠
治
…ぷ
一
一

準
備
中
で
あ
っ
睡
眠
暖
鱗
艦
聾

圃
園
田
園
圃

京
日
幽
園
周
眠
固

た
が
、

今
度
問

臨
国
製
圃
盟

定
的
に
旧
下
野

園田園
綴
綴
織
機

方
小
学
校
を
利

置
期
務
務
磁

綴

用
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
一

た
。
こ
れ
が
内
容
が
充
実
し
、
一

機
能
を
充
分
に
発
揮
す
る
よ
う

一

に
な
れ
ば
、
必
ら
ず
農
家
の
よ

一

り
よ
き
相
談
相
手
と
し
て
、
長
一

民
の
福
利
増
進
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
が
多
い
こ
と
L
思
わ
れ
る

主
な
る
業
務
は
次
の
と
お
り

• 

焼

け

観
光
魚
津
を
紹
介
す
る
に
ふ
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
次
の
よ

さ
わ
し
い
好
適
の
シ

ー
ズ
ン
が
う
な
演
芸
を
魚
津
水
族
館
野
外

参
り
ま
し
た
。

ス
テ

ー
ジ
に
お
い
て
開
催
致
し

魚
津
観
光
協
会
で
は
、
市
や

ま
ず
か
ら
多
数
の
お
い
で
を
お

商
工
会
議
所
、
商
問
街
の
協
力
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

を
得
て
観
光
客
を
誘
致
し

、

そ

な

お

、
祭
り
に
ち
な
ん
で
市

の
旅
情
を
慰
め
ん
と
、

来
る
五
内
商
応
街
の
共
賛
大
売
出
し
と

月
三
日
よ
り
五
月
六
日
ま

で

の

菓
子
祭
り
を
実
施
い
た
し
ま
す

四
日
間
「
蛍
い
か
祭
り
」
を
突

。

蛍

い

か

祭

り

日

程

四
月
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

四
ハ
十
五
日
(
円
)

飢
津
市
長
選
挙
執
行

架
本
国
体
主
事
外
二
名
が
国

体
会
場
視
察
の
た
め
来
市

全

十
六
日
(
凡
)

市
選
挙
符
理
委
員
会
開
催

全

十
九
日
(
木
)

魚
津
市
議
会
議
員
選
挙
告
示

市
議
会
決
林
委
員
会
開
催

全

二

十
三
日

(
刀
)

市
議
会
総
務
委
員
会
開
催

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

企

二

十
五
日

(
水
)

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

常
設
税
務
相
談
所
の

開

設

に

今
般
魚
津
商
工
会
議
所
の
要

請
に
よ
っ
て
、

金
沢
国
税
局
協

議
団
富
山
支
部
で
は
、
納
税
智

識
の
普
及
並
び
に
国
税
に
関
す

る
苦
情
や
相
談
に
応
ず
る
た
め

左
記
の
と
お
り
常
設
税
務
相
談

所
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
か
ら
精

々
御
利
用
さ
れ
る
よ
う
御
奨
め

い
た
し
ま
す
。

寸じ

て

場
所
魚
津
商
工
会
議
所

内
(
大
町
)

一、

相

談

日

四

月

一
日
以
降

毎
週
水
限
日

五 五 五 日

午後月 午後五月 午後= 月

一一̂ー・

一 一 一
時日 H寺日 時日 |時

翌謡日:L 0 J 
伊舞踊〔喜榔子舞会大

演

コR

Jンク1レ録公開音

社、乃家中J 
=さz土z・

一 一

共

賛

司王

業

一、

設
業
計
四
の
立
案
に
関
す

7
h
v
h
」

L
」
口

二
、
山
以
業
改
良
普
及
に
関
す
る

こ
と
。

三
、
決
議
に
関
す
る
試
験
、
研

究
、
技
術
指
導
講
習
諮
話
及

び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に

関
す
る
こ
と
。

て

泣

よ

四
、
農
業
諸
団
体
と
の
連
絡
指

導
に
関
す
る
こ
と
口

五、

種
苗
配
付
に
関
す
る
こ
と

六
、
其
の
他
農
業
の
改
良
発
達

を
図
る
た
め
必
要
な
事
項
に

関
す
る
こ
と
。

り

用

Jb 

農
業
病
象
予
報

去
る
四
月
十
四
日
、
富
山
測
候
所
発
表
の
気

象
予
報
は
次
の
と
お
り
で
、あ
り
ま
す
。

四
月
上
旬

'p「引
V

E

J
q
，
 

つ

レミ

て

一
、
相
談
時
間
午
前
十
時
よ

り
午
後
四
時
ま
で
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四
月
|

|
六
月

概
し
て
順
調

一
時
崩
れ
て
品目
の
多
い
日
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。

月
の
前
半
は、

割
合
附
天
が
多
い

見
込
み
で
、

気
温
も
高
い
。

後
半
は
天
気
が
変
り
易
く
な
り
、

月
末
に
は
梅
雨
型
の
天
候
が
現
わ

れ、

気
温
も
や
や
低
く
な
り
ま
し

ょ
う
。

梅
雨
型
の
曇
天
が
多
い
見
込
み
、

雨
量
も
平
年
を
上
廻
る
所
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。

中

旬

梅

雨
の
中
休
み
が
あ
り
ま
し
ょ
う

な
お
概
況
を
申
し
ま
す
と
、

四
月
中
旬
高
温
で
あ
っ
た
の
は
移
動
性
高
気
圧

が
南
偏
し
て
本
邦
を
通
り
易
く
、
低
気
圧
は

北
海
道
方
面
を
京
に
進
み
、
南
高
北
低
型
の

気
圧
配
置
と
な
っ
た
の
で
、
よ
い
天
気
が
多

か
っ
た
。

五
月
概
況
は
、
月
中
頃
ま
で
は
移
動
性
高
気
圧

が
本
邦
上
を
通
る
よ
う
に
な
り
、
よ
い

天
気

が
続
き
易
く
、
雨
に
な
っ
て
も
恢
復
は
早
い

で
し
ょ
う
。
月
末
に
は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
高

気
圧
が
現
わ
れ
て
北
高
型
の
気
圧
配
置
と
た

り
、
ツ
ユ
模
様
と
な
る
。

六
月
概
況
は
、
北
方
洋
上
に
高
気
圧
、
本
邦
南

山一汗
に
低
気
圧
が
停
滞
し、

全
く
梅
雨
型
と
な

り
、
曇
雨
天
の
日
が
多
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

中
旬
頃
、
北
方
洋
上
の
高
気
圧
が
弱
ま
り
、

数
日
天
気
の
よ
い
日
が
現
わ
れ
梅
雨
の
中
休

み
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

下
旬

五
月
上
旬句

下
旬

六
月

上
旬

ひ

と

つ
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第三種郵便物認可幸R市津魚

す
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

J

f
j
i
市

予

選

結

果

i
i
i
L

一7発
一
新
し
い
平
和
日
本
を
背
負
つ

日
一
て
立
つ

子
供
た
ち
の
健
康
を
守

1
一
る
た
め
、
県
と
富
山
新
聞
社
共

月
一

催
に
よ
っ
て
第
十

一
回
富
山
県

5
一
優
良
乳
幼
児
選
彰
会
が
、
五
月

年
一
五
日
県
庁
議
場
で
行
わ
れ
ま
す

幻
一

本
市
の
予
選
会
は
去
る
四
月
二

和
一
十
一

日
魚
津
保
健
所
で
行
い
ま

ワ
コ
一
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
赤
ち
ゃ
ん

|
一
が
予
選
に
入
賞
し
、
魚
津
市
代

一
表
と
し
て
宮
山
県
大
会
に
の
ぞ

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
各
位
の
御
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

袋
井
た
け
し

板
沢
敦
子

高
瀬
武
志

石
倉

茂

伊
東
降
男

大
城
孝
子

金
山
清
治

金
屋
町

餌
指
町

浜
経
田

下

椿

古

島

大
海
寺
野

虎

谷

幼
児
(
六
名
)

浦
回
数
順

黒
田
陽
子

吉
田

勝

四
十
沢
信
兇

吉
田

訟

遠
藤
不
二
代

村 東 上 新 地主tt
村 場屋

木城 木 屋 町町
mr 

(第91号〉

予
選
会
入
賞
者

乳

児

(
七
名
〉

北

洋

漁

業

出
漁
船
、
そ
く
ノ
¥
出
帆

春

の

昭
和
三
十

一
年
度
第

一
回
狂

一

所
及
び
市
役
所
序
生
課
に
迎

犬
病
予
防
注
射
を
四
月
三
日
よ

一

絡
し
て
下
さ
い
。

り
実
施
致
し
ま
し
た
が、

家
事一

二
、
岐
ん
だ
犬
で
注
射
を
受
け

の
都
合
に
よ
り
未
注
射
犬
が
多
一

て
い
な
い
犬
は
、
狂
火
病
の

く
お
り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
M
一

疑

い
あ
る
も
の
と
み
て
捕
制限

割
で
注
射
を
突
施
致
し
ま
す
か

一

処
分
い
た
し
ま
す
。

ら
必
ず
交
け
る
よ
う
に
し
て
下

一
三
、
注
射
や
登
録
を
受
け
た
犬

さ
い
。

一

は
必
ず
首
輪
に

つ
け
て
お
く

注
意

一

こ
と
。

一、

佼
ま
れ
た
人
は
す
ぐ
保
健
一

四
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

。

予

防

注

射

日

程

所

経
団
出
張
所

道
下
出
張
所

片
貝
出
張
所

加
積
出
長
所

市

役

所

前

|間

場

月

日

時
午
前
九
時

i
正
午

午
後

一
時

i
午
後
三
時

午
前
一

O
時

t
正
午

午
後

一
時

i
午
後
三
時

午
前
一

O
時
j
午
後
一
時

五

二一一 00
日日日日日

当
市
出
漁
団
員
約
八
O
O
名

が
本
年
三
月
上
旬
よ
り
、

海
路

又
は
陸
路
を
辿
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
出
漁
根
拠
地
向
け
、
出
発
致

し
ま
し
た。

魚
津
港
に
は
、

当
市
出
漁
船

の
外
、
当
市
出
漁
団
員
の
乗
組

む、

関
係
各
地
の
出
漁
船
が
ぞ

く
ぞ
く
集
結
し、

時
な
ら
ぬ
出

漁
風
景
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

本
年
の
北
洋
漁
業
は
、
ソ
連

に
於
て、

さ
け
、
ま
す
漁
業
制

限
区
域
を
設
け
た
の
で
、
満
足

な
操
業
が
出
来
な
い
の

で
は
な

い
か
と
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
が

現
在
、
日
ソ
漁
業
交
渉
の
た
め

農
林
大
臣
以
下
の
使
節
団
が

ソ

連
へ
出
発
し
ま
し
た
の
で
、

其

の
解
決
に、

望
み
を
託
し
従
来

の
既
定
方
針
ど
お
り、

出
航
す

る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

尚
市
出
漁
船
は
次
の
通
り

県
が
主
体
と
ーな
っ
て
野
犬
掃

蕩
を
す
る
か
ら
登
録
及
び
注

射
を
う
け
て
い
な
い
犬
の
所

有
者
は、

早
く
市
役
所
又
は

保
健
所
で
鑑
札
や
注
射
を
受

け
て
下
さ
い
。

五
、
注
射
や
弦
録
を
受
け
な
い

と
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

区

域

経

団

、

天

神

道
下
、
下
村
木

片

貝

加

積

、

村

木

市

内

全

般

最
近
の
寄
贈
図
書
の
紹
介

寄
贈
者
芳
名

野
村
治
一
郎

沼
野

商

工

界突

新
観
音
経
講
話

名
古
屋
時
計
業

界
治
部
史

一
芳
(

宗
良
親
王

ソ
ヴ

エ

l

ト
の

文
化

東
南
ア
ジ

ア
紀

一寸
4

d
d

1

 

政
制
興
亡
五
十

宗
教
都
市
天
理

北
陸
銀
行
十
年

史わ
た
く
し
た
ち

の
憲
法

生
き
て
い
る
兄

就
職
事
典

ア
ス

フ
ァ
ル
ト

及
び
其
の
応
用

積
雪
表

積
雪
研
究

母
は
ヨ
l

ロ
ツ

P

に
胃
腸
病
の
食
訟

法
と
献
立

後
氷
期
の
世
界

音
学
社
会
学

善
の
研
究

ハ
イ

ネ
詩
集

愛
と
認
識
と
の

出
発

若
き
新
聞
記
者

の
怒
り

死
と
不
死
に

つ

い
て

西
国
哲
学
の
根

本
問
題

田

植

え

始

ま

る

H

早

植

え
に
つ

若
葉
の
も
え
る
四
月
二
十
五

一目
、
大
海
寺
野
の
宮
崎
さ
ん
、

一印
回
の
宝
田
さ
ん
が
市
内
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
田
植
え
が
始
め

ら
れ
た
。
そ
の
品
種
や
早
植
え

の
利
益
等
に
つ
い
て
述
べ
て
み

ま
す
と
、

大
海
寺
野
一印
田

宮
附
良
次
郎
一宝
田
磯
ニ

愛の ト五 ら を 円はをい す 連 族
鰯中 セ日れ、池、ひるがれ舘観 感

者 をイ に た工に昨い オ 、 の は 光 A 

と動「完 も費仮年 てツ 大 方毎シ k喬
なき 大成 の十住かいト円 で 日 ，オも
つ ま 良ISLで万 いらまセ池に小 ス ツのてわ」ま、円し舘す イの ぎ中 ン
いりはし 去で て 内 。は 関 わ 学 に トの
ま水絶たる 新 いの こ 来 のつ 生 な セ
す 族え u四 した 小 の 客 円て や りJ

O 舘ず オ月 くもさ円 の 池い 小 1 
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が 。旬 。度温て 穴 五 白
大 頃 以ーニ 寸日

嘉
文

克
美

ィ7

しノミ

て
H

な
れ
ば
)
す
る
か
ら
生
育
期
間

が
十
分
あ
る
日

(
特
に
感
温
性

感
光
性
の
高
い
品
種
に
合
理
的

〉
稗
が
大
く、

長
い
穂
が
出
来

穂
揃
え
が
よ
い
。
ま
た
早
自
に

剛
秤
に
な
り
中
生
も
早
生
化
し

紋
枯
れ
、

菌
核
病
、
高
温
に
よ

る
根
腐
れ
等
の
回
避
が
で
き
る

秋
落
地
帯
で
は
秋
落
を
避
け

黒
ポ
ク
地
帯
で
は
生
育
促
進
と

な
り
、
湿
団
地
帯
で
も
問
機
多

収
と
な
り
、
共
に
積
極
的
増
産

に
な
り
ま
す
。

消
極
的
に
は
育
苗
が
安
定
化

狂

犬

病

予
防
注
射
追
加
実
施

伝
達
熱
と
は
、
冷
水
が
そ
れ

に
接
触
す
る
空
気
の
熱
を
受
け

る
こ
と
で
あ
る
。
流
体
が
渦
動

的
に
熱
を
移
し
伝
え
る
の
で
、

伝
導
と
区
別
し
て
伝
達
と
呼
ば

れ
る
。

気
温
よ
り
水
が
低
温
の
時
は

水
が
熱
を
受
け、

高
温
に
な
る

と
空
気

へ
伝
え
る
。
そ
の
割
合

は
両
者
の
温
度
差
に
比
例
す
る

水
面
上
か
ら
の
受
熱
盆
が
決

ま
れ
ば
、
上
昇
度
は
水
深
の
大

小
で
定
ま
る。

(
水
の
静
動
に

関
係
が
な
い
)

。
温
水
田
の
形
と
効
率

同
一
の
敷
地
を
使
っ
て
最
も

よ
く
水
温
を
上
昇
さ
せ
る
に
は

有
効
水
面
績
を
最
大
に
す
る
こ

と
、
面
積
の
割
に
外
周
の
最
小

な
も
の
は
円
形
で
、
こ
れ
に
つ

く
も
の
は
正
四
角
形
が
こ
れ
に

近
い
も
の

で
、
迂
回
水
路
は
極

端
な
長
方
形
と
見
な
す
べ
き
で

す
。
縦
は
横
の
約
三
倍
位
の
長

方
形
温
水
田
と
比
較
し
て
検
討

す
れ
ば、

ア
ゼ
は

一
八

Mmも
大

で
あ
り
、

昇
温
は
三
五
%
も
非

能
率
的
で
す
。

こ
の
よ
う
に
迂
回
水
路
は

ア

ゼ
作
り
に
相
当
な
労
力
と
日
数

が
か
L

り、

昇
温
能
率
が
上
ら

な
い
か
ら
実
用
的
に
は
、

扇
形

ま
た
は
正
方
形
に
近
い
、
そ
し

て
相
対
線
に

二
尺
ご
と
位
に
水

の
出
入
口
の
あ
る
も
の
に
さ
れ

る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
り
ま
す

す
る
。

ω農
業
経
営
面
か
ら
は
農
繁
の

ピ
ー

ク
を
崩
せ
る
。

タ
パ
コ
、

園
芸
、
有
畜
等

(

跡
田
利
用
の
飼
料
自
給
な
ど
)

老
幼
婦
女
の
労
力
迄
、
最
大
限

に
利
用
換
金
化
出
来
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ω今
年
の
市
に
は
一
躍
保
温
折

衷
苗
代
、
ビ
ニ

ー
ル
育
苗
等

一

O
万
坪
に
も
達
す
る
隆
運
で
あ

り
ま
す
が
、

特
別
ビ
ニ
ー
ル
'
育

苗
で
は
徒
長
軟
弱
に
育
つ
欠
点

が
多
分
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
せ
め
て
短
い
方
の
両
端
を

開
い
て
風
通
し
を
よ
く
し
て
、

強
健
を
は
か
ら
れ
右
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。


